
【会社からのお知らせ】
エアコンの「2027年問題」について、正しくお伝えします
業界内で話題になっている「エアコン2027年問題」。
SNSでは誇張された情報も見受けられます。
弊社として、現時点の正確な情報とお客様への率直なアドバイスをお伝えします。

【正確な情報】直接の規制対象は「家庭用エアコン」です
2027年4月の省エネ基準強化は、家庭用（壁掛け形）エアコンが直接の対象です。現在お使い
の業務用エアコンが直ちに使用不可になるわけではありません。ただし、製造コスト・冷媒規制・
需要集中の三重の影響により、業務用機器の価格上昇もほぼ確実な情勢です。

家庭用→業務用への波及メカニズム

弊社からの率直なアドバイス

設置から8年以上経過している業務用エアコンがある場合は、
今期中の計画更新をお勧めします。
故障後の緊急対応より、計画的な更新の方が「機種選択の自由度」「コスト」「工期」のすべてで有利です。まずは現
状の設備診断から、お気軽にご相談ください。

▶  現地調査・設備診断（無料）
▶  設置年数・稼働状況を踏まえた更新計画のご提案
▶  補助金・助成金の活用サポート

▶ 設備診断・更新計画のご相談はこちら
弊社は業務用空調の設置・メンテナンスを専門とする会社です。特定製品の販売促進ではなく、お客様の設備状況に合わせた
最適なご提案を行っています。

直接規制（家庭用）

波及①：コスト

波及②：需要

波及③：冷媒

省エネ基準未達の家庭用モデルが製造・出荷終了
現行スタンダードモデルの約8割が該当。本体価格が1.5～2倍以上になる見込みです

部品・冷媒の製造コスト上昇が業務用にも転嫁
コンプレッサー・熱交換器など主要部品は家庭用・業務用で製造ラインを共有しています

2026～2027年の駆け込み需要で工事が集中
業務用工事の人材・資材も同じ市場を共有するため、納期遅延・工賃上昇が起きます

フロン排出抑制法の規制も同時進行
R410A冷媒の段階的削減により、業務用機器の調達コストにも影響が出ます

0120-801-855
営業時間：平日9：00～18：00


